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	1	 	はじめに

私は、北海道大学工学部エネルギーメディア変換材料分野

に所属し、秋山教授のご指導の下で『バイオタール製鉄法』

の研究をしております。今回、「各種製鉄原料へのバイオター

ル蒸気の炭化析出」という題目で第 29回学生ポスターセッ

ション最優秀賞という大変名誉ある賞を頂き、誠にありがと

うございました。この受賞に際してこのような執筆の機会を

与えていただきましたので、この場を借りて私の研究内容、

研究室での一年、学生ポスターセッションに参加して感じた

ことを紹介させていただきたいと思います。

	2	 	研究内容

まずは、『バイオタール製鉄法』1）という新しい製鉄法につ

いて説明させていただきます。現状の鉄鋼業界では、鉄鉱石

や石炭の製鉄原料の高騰、CO2多量排出など様々な問題を抱

えております。そのため、結晶水含有量が多く低品位である

ゲーサイト鉱石の新たな利用法の確立が急務であると考えて

おります。ゲーサイト鉱石は直接挿入すると炉内温度の低

下、粉化による強度の低下などの問題をもたらしますが、こ

の結晶水を約 330度で分解することで多孔質なゲーサイト鉱

石を得ることができるという利点もあります。さらに、カーボ

ンニュートラルであるバイオマス資源を利用し、熱分解時に

生じるタール蒸気を多孔質化させたゲーサイト鉱石に接触さ

せ、その鉱石表面および細孔内部に炭素を析出させること

で、鉄－炭素複合体を形成します。これを製鉄原料として使

用するのがバイオタール製鉄法です。この製鉄法では鉄と炭

素のナノスケールでの近接配置による還元反応の高速・低温

化が期待できると考えております。

今回発表させていただいた「各種製鉄原料へのバイオター

ル蒸気の炭化析出」では、この製鉄法を応用し、一般製鉄原

料である焼結鉱および焼成ペレットにおいてもタール蒸気を

接触させて炭素を析出させようと考え、バイオタール製鉄法

におけるゲーサイト鉱石の優位性の証明、焼結鉱および焼成

ペレットでの可能性調査を目指しました。結果として、Fig.

にあるようにゲーサイト鉱石に多量の炭素が析出したもの

の、焼結鉱と焼成ペレットにはほとんど析出しないという結

果が得られました。よって、ゲーサイト鉱石はバイオタール

製鉄法に適した鉱石であるということがわかりました。一方

で、焼結鉱と焼成ペレットは現状のままでは適しているとは

言いがたいので、炭素析出温度を上げる、あるいは前処理を

加えることで細孔を増やす工夫を考えております。

今後の実験計画としては、今年度もこの『バイオタール製

鉄法』の実用化に向けて研究を進めていきたいと考えており

ます。そのために、作成した鉄－炭素複合体の熱分析、実操

業を目指して導入した大型装置での実験、実操業した際のシ

ステム評価等を考えております。

	3	 	研究室での一年

研究室に配属されてから1年が経ちました。研究室選択の

際には漠然と製鉄のテーマを研究したいということしか考え

ておらず、研究室紹介の時に『バイオタール製鉄法』という

名前だけに惹かれてこの研究室を選びました。秋山先生はよ

く「研究は究極の趣味」であるということをおっしゃっていま

す。また、私自身も実験が好きだったこともあり、様々な装

置・実験器具を使わせていただきました。しかし、実験を進

めるなかで、うまくいかず研究に行き詰まりを感じてしまう

時期もありました。そんなときに秋山教授に連れて行ってい

ただいた研究会はとても良い刺激になりました。同じ目的に

Fig.  ゲーサイト鉱石、焼結鉱、焼成ペレットにタール蒸気を接触さ
せたときの炭素析出量の経時変化
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向かっている研究者の方々に出会えたこと、またその中でも

バイオタール製鉄法が期待されていることがわかり、自分の

手でこの製鉄法を成功させたいという気持ちが強くなりまし

た。さらに 4年生ながら研究会で発表までさせていただきま

した。このような研究会での経験が今回の最優秀賞を受賞で

きた一番の要因なのではないかと考えております。大学院に

進学してからも積極的に様々な場に参加したいと考えており

ます。

	4	 	学生ポスターセッションに	
参加して

学生ポスターセッションに参加しての第一の感想は『楽し

かった』でした。ポスターセッション開始前には緊張、不安

という気持ちよりも、わくわくするような気持ちになっていま

した。早くこの製鉄法を皆さんに紹介したい、他の研究者の

方々から意見を頂きたいという思いがそのような気持ちにさ

せたのだと思います。実際、たくさんの方々にこの製鉄法に

ついて興味を持っていただけたのではないかと感じていま

す。また、質疑応答をする中で自分では考えていなかった新

たな視点を得ることができたこと、自分の研究について初め

て聞いていただいた方々にわかりやすく説明することの難か

しさを学ぶことができたと考えております。

	5	 	おわりに

今研究を進めるにあたって多くの指導、助言をしていただ

いた秋山友宏教授、林潤一郎教授、柏谷悦章准教授、秦裕

一先輩、研究室の皆様にこの場を借りて御礼申し上げます。

さらに、学生ポスターセッションの会場で『バイオタール製鉄

法』に興味を持っていただいたすべての方々にも御礼申し上

げると共に、今後の成果に期待していただきたいと思いま

す。
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しい部位に使用されるマグネシア・カーボンれんがの酸化還元反応、 およびそのスラグによる損耗現象、 マグネシア・ 
クロム質 （マグクロ） 耐火物のスラグおよびメタルによる化学的溶損機構などは鉄鋼製錬と密接した課題であり大変参 
考になるものと考えられる。耐火物材料やスラグ組成が異なる系においてもその解析手法や考え方を取り入れること 
ができ、耐火物を扱う研究者・技術者にとって最良の参考書であるといえる。 
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